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北海道南東海匿鮭鱒漁期海況
(昭和 25年〕

西
宮
治
由

英

武

恒

藤

井

木

小

藤

鈴

1. 緒 ち三-
<CI 

前年同様鮭鱒漁期に流網試験に併行して、同海底の海洋甑測を貰施した。観測範園は襟裳岬西

方及び東方の 2 海~t'C分けて、夫々 D海Eをの治、野?に伴い、西方は5 月上旬、東}f出6月上旬に観測

を行った。

2.海況

I. 脂振、日高沖海面

翻測琳賄は第 1I配参H在、 Sも.1からSt.3までを5月品目に書J[iUiJ‘その後時化のためSt.6からSt.27

・までは5月9日から11日までに行った。

東進する津軽暖流ο先端は佑ど襟裳岬t有fJSt.7rこまで建していて、その間S色.11~付近から暖流
の分i反が北西に延びて噴火潤口に向って深〈差込んで、いる。この分探は琵建の過程に於て、南東

風による吹主主流としての性質を多分に有すると考えられるOで・、分i反ρ張り出しは深度と共に右

に備している傾向がみられる。またζの分訴は、高献な高密度(Z)7Kが低蹴t.d主定度の7Kに差込ん
でいるので、、その問。不謹績面の形から、 ;IIiir'l東方で、A'H亡流持した暖流の速度は親潮D流速よ P

も遮いととも考えられる。

St.lからSt.8までの断面!剖第5闘をみると、北上する段iift分抵は100m以深に及ん・εいて、大
積100m内外がその中植部とみられる。

表面から50lI'.居まで07.k千闘にみられる悪山東方ο低温低献な7k塊は、前年の報告にも述べ‘た

ま日く元来北側沿岸の低温低献な水と韻いていたも Gが暖流分滅。張出しのために分離孤立したも

ので、生On~深を中心に親潮、つ水の上に浮詳しているのである。との孤立水塊は暖流の運動に仲っ

て反時計廻りに短轄しながら併滞ナる。

との翫測7寺白紙態では、暖流分斑の北上Dtz:め北部c裳流系水もi市河西方寄りで殆ど東西に分

離されて、海直全瞳として大瞳4ケの7K塊に分れている。却]ち、北上する暖流水と、裏山i中心寒

冷水と、北部腔振沿岸の低温低血成な水域及び襟裳Ihijlを西方Iこかわして浦河に建ナる親潮の47.K塊

である。

前年の概測時の朕態と比較すると、前年よりも1.'i日も較測時が早いοで、暖流分抵の水温、塩

分ともにまだ低いが、その脹!JlH しは前年よりも院く、津軽暖流の勢力が著しく目立iいものとみら
オじる。

1I. 1iJ11路、襟裳岬沖海直
観測tl~黙は第 6 陪l参照、槻OOJは地賄番披順に績けて6月7日から9日まで、にわたっている。

襟裳岬南方にはSも.1、St.2聞に黒潮が顕著な不連績面を作って北上しており、とれが親潮と混

合しながら南東に轄じて、siJJj路南lJでは再び南東方から北西に向って百献に差込んで、いる。とD

舌献の差込みは探さと共に北方に移つで、 1∞m層ではSt.12にみられる。とれ，がSt.9から St.i!
- 3.3ー
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Fig. 325m Ln.yer， lI1ay 4世h-12出，1950 

Fig. 4 50m L~yer， l¥1ay 批h-12も11，Hl50 
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Table 1. <St.1-St.27) 8t.1-St.3 : M，'，y， 4th. St.6-Pt.27: ::¥J"ay，9th-12th，1950 
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でC蹴|函闘Fig.l1で、は沖合の梢11¥温高械な7KがSも.11から St.12/D下居に向って下降しているや

うな朕態で現れている。

沿岸に、沿って南下した親潮は襟裳岬から南東に轄じて、と、で袋肢に包まれて後退している。

との袋扶部には表層ではSt.7，前.8即日近に、50m唐で‘は更に康範囲に亘る上昇、流による高密度

部がるり、混度は周囲よ担も低くなっている。

後 記

昭和24年、 25年と盆回に亙って寅施された本調査は、嘗時のおしよろ丸艦長棲庭誠三氏の計霊

のもとに行われたものであるが、親測に際しでも船長はじめ乗組の方々に種々御援助と御便宜を

計って頂いた。また同時乗船中D本皐部五十嵐、小林、西山の三教官及'(J質習乗船中の事生諸兄

にも経始援助を得た併記して感謝。意を表ナる弐第でるる。
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